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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録（概要） 

 

１．日時：令和２年１１月２０日（金）午後１時３０分から 

 

２．場所：三沢市公会堂 ２階 第６・７集会室 

 

３．出 席 者 

（委 員） 

公 益 代 表：堀  光雄、加澤  明、遠藤 泰子、田嶋 孝安 

保険医保険薬剤師代表：  

被 保 険 者 代 表：鷹架 良子、坂本 幸子、畑山 陽子、種市 嗣彦 

被 用 者 保 険 等 代 表 ：山下 秀樹 

（事 務 局） 

市 民 生 活 部 長 ：工藤 雅則   国 保 年 金 課 長 ：寺澤 寿子 

副参事兼課長補佐：山本 新一   国 保 係 長：一戸 剛 

保 険 税 係 長：村井 加奈子 

 

４．欠 席 者 

保険医保険薬剤師代表： 中山 宏祥、樋口 茂樹、小西 史人、澤上 大樹 

 

５．議 事 

 

〈開会：１３時３０分〉 

 

司  会： それでは定刻となりましたので、ただ今より三沢市国民健康保険運営協

議会を開催いたします。初めに定足数についてご報告いたします。本日は、

樋口委員、澤上委員、中山委員、小西委員が欠席となりますので、本日の

出席委員数は９名です。定足数を満たしておりますので、本日の会議は成

立することをご報告いたします。 

 

司  会： それでは、堀会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長： 運営協議会の開催にあたり、委員の皆様におかれましては、ご多用のと

ころ、ご出席をいただきまして厚くお礼申し上げます。 

さて本日は、東日本大震災の被災者に対する一部負担金の免除期間の終

了及び令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算第２号並びに三

沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてほか１件

が案件となっております。委員の皆様の忌憚のないご発言、ご意見をいた

だきながら進めて参りたいと考えておりますので、ご審議の程、よろしく

お願い申し上げまして、挨拶といたします。 

 

司  会：  ありがとうございました。 

最初に、資料の訂正がございます。２ページの世帯ナンバーの４番、平

成２０年から平成２２年の平均所得１０６万円を１３３万円に、平成２９
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年から平成３１年の平均所得１１２万円とありますが、これを１７３万円

に修正をお願いします。次に４ページの資料２の差し替えをお願いします。

それでは、これより議題に入ります。議長は、協議会規則第３条により、

会長が務めることと定められておりますので、堀会長に、会議の進行をお

願いいたします。 

 

議  長： はい。それでは、議題に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたい

と思います。畑山委員、種市委員の両名を議事録署名人といたしたいので

すが、よろしいでしょうか。 

 

    （「はい」という声あり。） 

 

議  長： はい、という声がありましたので、畑山委員、種市委員、よろしくお願

いします。それでは、次第に従いまして進めてまいります。はじめに、東

日本大震災の被災者に対する一部負担金の免除期間の終了について、事務

局に説明をお願いします。 

 

事 務 局：（市民生活部 工藤部長から、東日本大震災の被災者に対する一部負担金

の免除期間の終了について説明。） 

 

議  長： ただいまの事務局からの説明について、ご質問がありましたら挙手をし

てご発言くださいますようお願いします。 

 

議  長： ございませんか。 

 

事 務 局：（国保年金課 寺澤課長から資料１について補足説明。） 

 

議  長： 何かご質問ございませんか。 

 

山下委員： 確認ですが、資料の１の個人情報は公開しないんですよね。 

 

事 務 局： この会議内だけの資料となりますので公開はしません。 

 

議  長： 他にございませんか。 

 

（「なし」という声あり。） 

 

議  長： それでは、ないようですので、東日本大震災の被災者に対する一部負担

金の免除期間の終了については、承認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」という声あり。） 

 

議  長： 異議なしということでありますので、東日本大震災の被災者に対する一

部負担金の免除期間の終了については、承認することといたします。次に、
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令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算第２号について、事務局

から説明をお願いします。 

 

事 務 局：（市民生活部 工藤部長から、令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補

正予算第２号について説明。） 

 

議  長： ただ今、事務局から説明がありましたが、質問がありましたら挙手をし

てご発言くださるようお願いします。 

 

議  長： ありませんか。 

 

（「なし」という声あり。） 

 

議  長： それでは、ないようですので、令和２年度三沢市国民健康保険特別会計

補正予算第２号については、承認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」という声あり。） 

 

議  長： 異議なしということでありますので、令和２年度三沢市国民健康保険特

別会計補正予算第２号については、承認することといたします。次に、三

沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

事 務 局：（市民生活部 工藤部長から、三沢市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定について説明。） 

 

議  長： ただ今、事務局から説明がありましたが、ご質問などございませんか。 

 

（「なし」という声あり。） 

 

議  長： それでは、ないようですので、三沢市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例の制定については、承認することにご異議ございませんか。 

 

（「なし」という声あり。） 

 

議  長： 異議なしということでありますので、三沢市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の制定については、承認することといたします。次に、令

和３年度特定健診受診率向上の施策について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

事 務 局：（市民生活部 工藤部長から、令和３年度に向けての特定健診受診率向上

施策案について説明。） 

 

議  長： ただ今の、事務局からの説明に、ご質問がありませんか。 
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遠藤委員： みなし健診の見直しについてお聞きします。５年前からまったく伸びて

いない状態になっております。これは、金額を上げることで伸ばそうとし

ていると思いますが、金額の他の原因とか何か思い当たることがあります

か。 

 

事 務 局： 問題の一つとして、被保険者の方々がこの制度をあまり意識していない

というところがあるかと思われます。かかりつけ医のところで、持病を診

てもらう。その時には血の検査とか、特定健診に近いことはやられており

ます。それを結果票に書いてもらうと結果に繫がるのですが、そこは患者

さんの申し出と、お医者さんの働きかけがマッチしないとできません。そ

こでお医者さんに対して金額を上げることで利益に繋がり、患者さんにも

勧めて頂ける。この制度に参加していないお医者さんにも勧めやすくなる

ということで、料金の改定を行うというところであります。 

 

遠藤委員： お医者さんに対して金額をあげることで、連携が取れるということは可

能性があると思います。しかし実際受ける側の市民の意識が薄いというこ

との結果だと思います。進めるにあたり、市民のメリットなど、もう少し

わかりやすくする方法とかありますか。 

 

事 務 局： みなし健診は、通院中の方を対象と考えております。本来であれば集

団健診等が良いのですが、通院していると健康診断に行かない方も多い

ですので、そういう方にはドクターからの声掛けが一番効果的かと思い

ます。通院中の方への周知の方は、健診の通知の際に個別に案内を出し

ております。 

 

遠藤委員： 最終的には、特定健診を勧めるということですが、市としては、どの程

度の目標とか、人数を考えているのでしょうか。 

 

事 務 局： 特定健診の目的は、健診数を増やすことが目標で、みなし健診につきま

しては、あくまでも手段の一つであります。みなし健診について、何人と

いう設定はしておりません。 

 

遠藤委員： 最終的に特定健診を上げていかなくてはならないと思いますので、みん

なで知恵を出し合っていきたいと思います。質問は以上です。 

 

議  長： 他にありますか。 

 

田嶋委員： はい。確認なんですが、インフルエンザの予防接種費用の一部を助成す

るところで、１歳以上のお子さんからとなっていますが、一人につき１回

とあります。お子さんの場合は、接種が２回となっていますが、２回中の

１回になるのか確認したい。 

 

事 務 局： 接種が２回ということの認識はありませんでした。とにかく、１回２千

円で考えていました。 
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田嶋委員： お子様は接種を２回しなければなりません。１回目は助成があります、

２回目は助成する、しない、どちらになるのでしょうか。上限が２千円と

いうことでしょうか。 

 

事 務 局： 今は、インフルエンザの助成ということで提案しております。この案が

承認された後に、検討していきたいと考えております。 

 

議  長： 他にございませんか。 

 

山下委員： 検診の結果は、データとかでしょうか。また、健診票の様式は決まって

いるのでしょうか。 

 

事 務 局： 紙で行っております。様式も三沢市で定めております。 

 

議  長： 他にございませんか。 

 

加澤委員： 令和２年度の特定健診の直近の数はわかりますか。 

 

事 務 局： ２年度はまだです。１１月も健診をしておりまして、集計が固まってい

ない状況です。 

 

加澤委員： ちなみに前年度より、ペースが上がったとかありますか。 

 

事 務 局： ２年度については、申し訳ありませんが把握できておりません。今年度

は、コロナの関係で１回当たりの受診者数を抑制して、回数を２２回から

２５回に増やして実施することにしております。最終は年明けの２月まで

としています。 

 

加澤委員： 私が気にかけているのは、回数は増やしたが、実際に受診に行く人が、

どれだけいるのか。もし、コロナのせいで、受診率が下がっているのであ

れば、この施策についても、来年度もコロナの影響が残るはずなので、な

かなか厳しいかなと。コロナ禍における対策という部分は行政として考え

てほしい。 

 

事 務 局： コロナ禍ということで集団健診の１回当たりの受診者数について、密に

ならないように対策をとっています。今年は、おいらせ農協で行うなど、

場所も増やしています。今後も日数の延長や集団健診をする場所を検討す

る必要があると考えています。 

 

加澤委員： おそらく、いろいろな手法を考えていかなければ、コロナ禍のなかで、

市民が健診に行く気になるかどうかわからない。予防対策も一緒にＰＲし

て、安全ですよと対策を前面にだして、健診に来れるようにした方がいい

のかと。それを意見としておきます。それと医療機関を増やしたいとある

が、医療機関の確約を受けているんでしょうか。 
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事 務 局： まだです。 

 

加澤委員： こういう状況だから、早めに確約をとって、増やしていく方がいいと、

受診率を上げるというのは、非常に難しいことなので、政策は先手先手で

行って欲しい。それも含めてよろしくお願いします。 

 

議  長： 他にございませんか。 

 

田嶋委員： 先ほどの続きになるんですが、子どもを支援するためにも親御さんたち

を応援していかなければならない。それを考えると、２人、３人のお子さ

んがいると、負担が大きいと思うので、子どもたちの２回接種への対応も

是非とも応援していただきたいと思います。 

 

事 務 局： 市民の方々へのインフルエンザの助成につきまして、部署は違いますけ

れども、高齢者の方々、６４歳未満で基礎疾患を持っている方は、千円の

負担でやっておりました。今年、コロナの影響で同時流行が懸念されると

いうことで、先般、薬剤を確保できましたので、妊婦さんとお子様の方々

には無料で接種することができる体制をとることができました。コロナの

前からお子様に接種の助成をしている町村などもあり、我々も検討してい

るのですが、恒久的にやりたいと思うのが市の思いです。財源をどうする

のか、その辺も考え、国保の制度も見据えながら考えております。 

 

議  長： 他にございませんか。 

 

（「なし」という声あり。） 

 

議  長： それでは、ないようですので、令和３年度特定健診受診率の向上施策に

ついては、承認することにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」という声あり。） 

 

議  長： 異議なしということでありますので、令和３年度特定健診受診率の向上

施策については、承認することといたします。最後になりますけれども、

委員の皆様から何かございませんか。 

 

山下委員： 前回のこの会議で、コロナ対策として傷病手当金の導入をしたかと思い

ますが、実績はありましたでしょうか。 

 

事 務 局： はい、実績ですが該当者は有りませんでした。そちらの健保さんは、ど

うでしょうか。 

 

山下委員： うちはですね、コロナ若しくはコロナの疑いということで、県内で１４

件有りました。 
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議  長： はい、よろしいですか。他にございませんか。 

 

議  長： それでは、ないようですので、以上本日の会議は終了いたします。ご協

力ありがとうございました。 

 

司  会： 以上をもちまして終了いたします。皆様、大変お疲れ様でした。 

 

（「お疲れ様でした」という声あり。） 

 

〈閉会：１４時２０分〉 

 

令和２年１１月２０日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

 

三沢市国民健康保険運営協議会議長  堀    光 雄     

 

 

議事録署名人  種 市  嗣 彦     

 

 

議事録署名人  畑 山  陽 子     


